安全保護具、点検、整備の要領書

	部分名称
	ライフゼム陽圧型空気呼吸器点検整備要領書

	１．全体
	１．外部検査

各部は正しく組付けられ、外観に異常のないことを確認する。

１）面体

①ゴム部分の劣化（粘着性、強度の低下、亀裂等）

アイピースのキズ、割れを調べる。

②呼気弁カバーを外し、呼気弁等に損傷や異物の付着を調べる。

※使用に耐えない場合は新品と交換する。

２）中圧ホース

湾曲させて外皮ゴムの亀裂の有無を調べる。

※亀裂のある場合は新品と交換する。

３）圧力指示計導気管

①ホースの折れ、キズ、亀裂等の有無を調べる。

②外皮ゴムの変色、変質等の有無を調べる。

※折れ、キズ、亀裂がある場合、新品と交換する。


	１．全体
	４）背負具

バンド及び取付金具の使用の可否を調べる。

※使用に耐えない場合は新品と交換する。

５）肺力弁

蓋の細孔（１Φ、２ケ所）あｇ閉塞していないか確認する。

※異物が詰っている場合は修理を依頼する。

	
	２．各接続部の検査

各接続箇所が確実に接続されているか確認する。

※簡単に増締めできる箇所は適宜行ってもよいが、できる限り修理を依頼する。

	２．ボンベ及びそく止弁
	１．再検査

ボンベの製造年月より起算して、３年毎に再検査を実施する。

※通商産業大臣の登録を受けたガス容器検査所に依頼する。

	３．そく止弁
	１．そく止弁開閉機能試験

ハンドルを１回転開くまでに空気が勢いよく噴出するか否かを見る。

※空気が勢いよく噴出しない場合は修理を依頼する。


	３．そく止弁
	２．空気充てん圧力の確認

１）圧力指示計付きボンベの場合は、その圧力指示計で調べる。

※充てん圧力が規定（１２０kg/cm２）以下の場合は補てんすること。

３．気密試験（弁シート部のみ）

空気を充てん後、減圧弁連結部に中性石ケン膜をはる。

※漏洩のある場合は、少し強くそく止弁のハンドルを閉じる。

４．気密試験（全体）

１）減圧弁連結部にキャップをしてハンドルを開き、水中に浸す。

２）試験終了後はハンドルを閉じる。

※漏洩のある場合は漏洩箇所を少し増締めする。それでも止まらない場合は修理を依頼する。

	４．減圧弁
	１．気密試験

１）空気が１２０kg/cm２以上充てんされたボンベを減圧弁に接続する。


	４．減圧弁

・肺力弁

・警報機

・圧力指示計導気管

・圧力指示計

・中圧ホース
	２）バイバス弁を閉じ、陽圧ロックノブをＯＦＦに正しくセットする。

３）そく止弁をゆっくりと開き、圧力指示計の指針が最も上昇するのを待って、そく止弁を閉じる。

４）圧力指示計の指度降下を調べる。

※簡単に増締めできる箇所は適宜行なってもよいが、できる限り修理を依頼する。

２．機能試験(1)

１）そく止弁をゆっくりと止まるまで開く。

２）面体を着装し、陽圧ロックノブをＯＮにする。

３）数回大きくあるいは小さく呼吸する。

※呼吸毎に圧力指示計の指針が５kg/cm２以上降下する場合は修理を依頼する。

３．陽圧機能検査

面体のほほの部分に指をさし込み、空気の放出を確認する。

※放出しない場合は修理を依頼する。

４．バイバス弁作動試験

１）バイバス弁を少し開き、空気の放出を確認する。

２）確認後バイバス弁は減じる。


	
	※放出しない場合は修理を依頼する。

５．機能試験(2)

１）そく止弁を閉じ、呼吸を止めて圧力指示計の指針の降下を調べる。

２）その後、そく止弁を開き、呼吸する。

※５秒未満の場合は修理を依頼する。

６．警報機作動試験
１）陽圧ロックノブをＯＦＦにし面体を外す。

２）そく止弁を閉じ、圧力指示計を見ながら、バイバス弁を少し開いて徐々に圧力を下げ、警報機が鳴動する時の圧力指示計の目盛を読む。

※３０より大きくはずれている場合、音が不明瞭の場合、修理を依頼する。

７．圧力指示計指度試験

適宜実施する。

	５．面体呼気弁
	１．気密試験

面体から肺力弁をはずし、面体を着装し、肺力弁との接続口を手でふさいで呼気する。

※漏洩を感じる場合は修理を依頼する。
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